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研究要旨 
DPC データベースはわが国の急性期入院患者の 50％以上を占める大規模な診療報

酬データベースであり，詳細なプロセス情報とコスト情報を含んでいる。これらを

有効活用することによって種々の臨床疫学研究やヘルスサービスリサーチが可能

である。令和７年(2025 年)には DPC データベースを用いた臨床疫学研究およびヘ

ルスサービスリサーチの原著論文が 44 編、本分担研究チームから英文誌に掲載さ

れた。DPC データベースの利活用はエビデンスに基づく医療に貢献し、日常臨床の

プラクティスの改善に資するものである。 
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A. 研究目的 
DPC データ調査研究班は，参加各施設

のスタッフや臨床各専門家のご協力の

下，DPC データの収集・分析を進めて

きた。DPC データベースはわが国の急

性期入院患者の約 50％以上を占める大

規模な診療報酬データベースであり，詳

細なプロセス情報とコスト情報を含んで

いる。これらのデータを利用して，患者

集団を対象とした臨床疫学やヘルスサー

ビスリサーチが可能である。 
令和 7 年には DPC データベースを用い

た臨床疫学研究およびヘルスサービスリ

サーチの原著論文が 44 編、英文誌に掲

載された。本報告では，DPC データを

用いた臨床疫学研究の具体例を１つだけ

紹介する。外科領域のジャーナルである

British Journal of Surgery に掲載された論

文である “Respiratory complications after 
oesophagectomy using volatile or 
intravenous anaesthesia（揮発性麻酔薬ま

たは静脈内麻酔を用いた食道切除術後の

呼吸器合併症）”である[5]。すべての成

果は「E.研究発表」の論文リストを参照

されたい。  
 
麻酔法は術後呼吸器合併症のリスクに影

響する可能性がある。しかし食道切除術

における最適な麻酔薬の選択は依然とし

て不明である。本後ろ向き研究では、食

道切除術後の短期転帰に対するデスフル

ラン、セボフルラン、プロポフォール麻

酔の効果を比較した。 
 
B. 研究方法 
2012 年 4 月から 2022 年 3 月までにがん

による食道切除術を受けた患者のデータ

を、DPC データベースから抽出した。潜

在的交絡因子を調整し、デスフルラン、

セボフルラン、プロポフォール麻酔の 3
群間でアウトカム（呼吸器合併症、換気

不全、院内死亡率）を比較するため、傾

向スコア matchig weight 解析を実施した。

感度分析として、多変量ロジスティック

回帰分析および操作変数法を実施した。 
 



C. 研究結果 
対象患者 21,080例（デスフルラン群 7,823
例、セボフルラン群 8,932 例、プロポフ

ォール群 4,325 例）において、呼吸器合

併症は 3,399 例（16.1%）、呼吸不全は 960
例（4.6%）に発生した。matchig weight 解
析の結果、セボフルランおよびプロポフ

ォール麻酔は、呼吸器合併症（オッズ比

(OR) 1.13、95%信頼区間(CI) 1.03～1.24 
および OR1.43、95%CI 1.28～1.58）、呼吸

不全（それぞれ OR 1.21、95% CI 1.02～
1.43; OR 1.29、95% CI 1.06～1.56）の発生

率上昇と有意に関連していた。デスフル

ラン麻酔後の院内死亡率は、3 種類の麻

酔の中で最も低かった（1.6% および 
1.8% 対 1.2%; OR 1.30、95% 信頼区間 
0.98～1.73 および OR 1.49、95% 信頼区

間 1.08～2.06）。多変量ロジスティック回

帰分析および操作変数法でも同様の結果

が示された。 
 
D．考察 
食道切除術におけるセボフルランおよび

プロポフォール麻酔は、デスフルラン麻

酔と比較して呼吸器アウトカムの悪化と

関連していた。 
本研究は、世界中の外科医・麻酔科医に

とって、極めて身近なクリニカル・クエ

スチョンを題材にしている。本論文を読

んだ外科医・麻酔科医は、明日から自身

のプラクティスを変えたいと考えるかも

しれない。 
 
近年は、大規模なリアルワールドデータ

(real world data, RWD)を用いた観察研究

デザインによる質の高い臨床研究が世界

的に増加しています。本研究もそのひと

つである。 
RWDを用いる研究では、適切に研究テ

ーマを設定し、うまく研究対象を選定

し、潜在的交絡因子となるデータを網羅

的にデータベースから抽出する必要があ

る。その上で、本研究で実施したような

適切な統計手法を実施することが求めら

れる。 

 
本報告で紹介したように，DPC データに

含まれる詳細なプロセス情報等を有効活

用することにより，種々の臨床疫学研究・

ヘルスサービスリサーチが可能である。

今後さらに経年的にデータを蓄積し，

DPC データベースをわが国の臨床疫学・

ヘルスサービスリサーチ発展のために役

立てていくことが肝要である。 
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